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［目的及び背景］ 

持続的農業を推進する上では、家畜ふん尿や生ゴミなどの有機物の利用が欠かせない。しかし、これら有機物資源の量
には大きな地域差があるとともに、その地域で作物生産に必要な窒素量は大きく異なっている。そこで、今後の農業生
産系における有機物リサイクルを進めていくために、市町村別の農業生産系における窒素収支を試算する。 

［成果内容］ 

1. 堆きゅう肥と化学肥料による農地への窒素投入量は、堆きゅう肥の平均窒素含有率、平均施用量、施肥基準、生産物出
荷統計などから算出した。収穫物と副産物の窒素含有率は、各種施肥試験の結果を利用した。降雨による窒素負荷量は
5.3kg／ha、脱窒量は水田と畑がそれぞれ70、30kg／ha、生ゴミの窒素含有率は0.4kg／人／年とした。家畜ふん尿によ
る窒素量は、家畜排せつ物量推定の原単位と飼育頭羽数統計から算出した。 

2. 千葉県の農地に1年間で投入される窒素は、堆きゅう肥から9,274t、化学肥料から14,819t、雨およびかんがい水から
1,512t、副産物の還元から4,289tと推定された（図1）。 

3. 農地から持ち出される窒素量は脱窒によるものが6,152t、収穫物が6,353t、副産物が6,659tと算出された。 

4. 1年間の総投入量は29,894t、総持ち出し量は19,164tであり、投入量が持ち出し量より10,730t多く、ha当たりに換算す
ると89kgであった。 

5. 家畜ふんの発生量は、君津、銚子市などが多く、習志野、市川、流山市などが少なかった。このような地域差から、33
の市町村では堆きゅう肥を施用するためにそこで発生する家畜ふんが足りない（余剰となる家畜ふん窒素量がマイナス
となる）と試算された（図2）。 

6. 生ゴミによる窒素は東葛飾地域や千葉市で多く、有機物資源のリサイクルを進める上では、堆きゅう肥の広域的な利用
や、生ゴミの有効利用を検討する必要がある（図3）。 

［留意事項］ 

! 窒素収支のフローは、三島の手法（農業環境シンポジウム、1999）に準じた。 

! 農地で利用されていない家畜ふん尿からの窒素の一部は、堆きゅう肥化の過程で揮散したり、県外に持ち出されたり、
浄化処理されている。 

［普及対象地域］ 

 県下全域 

［行政上の措置］ 

 特になし 

［普及状況］ 



 特になし 
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